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難波恒雄先 生の 御逝去 を悼む

　日本生薬学会の 名誉会員で あ っ た難波恒雄富山医科薬科大学名誉教授が平成 i6年 7月 24
口未明、享年 72 歳で お 亡 くな りにな られ た こ とは生 前の 元気な先生を知る 方々 に とっ て 大

変な驚き で あ っ た と察す る 。 あ と le 年は御健在で 後進 の 指導や 市民へ の 啓蒙活動 に携わ っ

て い た だ き た か っ た 。

　1970年、難波先生は恩師木村康一先生 の 後継 者と して 、大阪大学薬学部か ら富山大 学和

漢薬研究施設に 赴任 した。 1974年に施設は和漢薬研究所に昇格 したが 、こ の創設期 に、先

生は 5期 10年に渡 る長 い 間所長と して 研究所の 発展に 努めて こ られ た 。富山 大学、富山医

科薬科大学 を通 じて 27年聞奉職され た こ とにな り、多 く の 学問 ヒの 業績をあげ、社会的貢

献に も尽 した。．一・
貫 して 生薬 の 基源 の解明 、品 質評価 、薬理 活性及びそ の 発現機構 に関す

る 研 究に 従事 した 。原著論文 と して は和漢薬 の 生薬学的研究 （215報）、和漢薬の 本草学的、
歴 史的研究 （26報）、和漢薬の 品 質評価 に関す る研究 （38報）、和漢薬成分の 腸内細菌によ

る代謝、薬効発現研究 （42報）、伝統薬物 による齲蝕 予防に 関する研究 （16報）、生薬の修

治 、化学成 分に 関する 研究 （76 報）、生薬の 薬理 作用 に 関する研究 （146報）、そ の 他 （17
報）の 計 576報に の ぼる （ウチダ和漢薬の 『和漢薬 600号』）。 特に若 い頃朝比奈泰彦先生

か ら生薬学雑誌を育て る よ う に 言われた経緯を踏まえ 、2004年現在、生薬学雑誌 （Natural
Mediclnesも含む）投稿者の ベ ス トワ ン にな っ て い る （木村孟淳氏調 べ ）。全論 文は 『難波
恒雄及びそ の 協力者報文集 1− VI』 に ま とめ られ て い る 。 学術書、翻訳 も驚 くほ ど多 く、病

床 の なか で 102冊 目の 書物の 校正 をして い た姿が焼き付 い て い る。

　先 生 は、中国、ス リ ラ ン カ、イ ン ドネシ ア 、ネパ ー
ル 、 チ ベ ッ ト、 ア フ リカな どの 広範

な地域 の フ ィ
ー

ル ドワ
ー

クか ら伝統薬物 をそれぞれの 民族の 文化遺産 と考え る比 較民族薬
物学を提唱 した。先生 の収 集され た 世界の 民族薬物は 22000点を数え、富山医科薬科大学 ・

和漢薬研究所 の 民族薬物資料館 に整理 、保管され、弟子 の 小 松 か つ 子助教授 によ り世界で

も最 も充実 したデー
タ
ーベ ー

ス として公開され て い る 。

　くす りの 文化か ら次第 に食文化 に興味 を抱 くよ うに な り、薬膳 を中国か ら紹介 し、富山
の 中華料理 、日本料理 、西洋料理の 料理人に美味 しい 薬膳 を創作 する こ とを勧 め 、また薬
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膳 友の 会 を作 り定期的に 試食会 を開い た り、世界各地 に食文化 を求め て の ツ ア
ー

を企 画 し

て い る 。 N，　HKの 教育番組 に連続出演 し生薬を分か り やす く国民に 紹 介する な ど社会サービ ス

精神は曄 盛 で あ っ た。

　最後 に 、先 生は 中国薬科大学 の 徐国鈞教授、北京薬学院の 故楼之 岑教授とは 同 じ生薬学

を通 じて 強 い 絆で 結 ばれて い た結果、両 先生の 紹介で 世界に 初め て 門戸 を開 い た新中国の

著い 学生 や研究者が次 々 と和漢薬研究所を訪れ巣立 っ て い っ た 。 そ して 彼 らは 、今や 、中

国 の 生薬学を リ
ー

ドする研究者に育 っ て い る。在任 中に引き受け た外国人留学生、研 究者

は総数 102 名に もの ぼ り、そ の うち大学教授 にな・
〕 た者が 40名、中国に 限定すれ ば 25名

が 大学教授 にな っ て い る （平成 16年 7 月現在）。 中国北京で 開催 された 占稀の 祝 い の 席 （写

真はそ の 時撮影）で 、loe名以 上の 目本、中国か ら集 まっ た 弟子 達に囲 まれなが ら 「教育者

冥利 に尽 きる 」 と大変喜ばれて い た姿 を思い 起 こす 。 難波先生の 功績の なかで 中国の 猛薬

学関係者 と の 太 いパ イ プを敷 き、日中の 友好関係の 発展に尽 く した こ とは忘れ て はな らな

い こ と と思 う。

　難波先生の 御冥福を心か らお 祈り い た します 。

富山 医科薬科大学 ・和漢薬研究所

　　　　　　　所長 　服部　征雄
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立夫 中医薬学術奨受賞
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富山医科 薬科 大学退官、名誉教授

日本薬学会学術貢献賞

日本 生薬学会名誉会員

逝去 　　（亨a三 72歳）

昭和 5レ 53年、昭和 53−・55年、平成元年
一

平 成 7年

の 間、和漢薬研究所所長

占林省中医中薬研究所、南京中医薬大学、成都 中医大学、湖北

重慶市中薬研究院

四 川 省中薬研究所、上海中医 薬大学、復
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